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北京語声調交替規則の適用領域について川

祷

0.はじめに

本稽は北京語声調交詳の適用領域がどのような条件に基づい れるか

につ る｛的｝。

周知のように北京諾は声調昔話で，資韻論的に四種類の音節声認を区別す

る。声調交替とは， 4撞類の声調の内，第3調の音節関士が瞬接するとき，

行の第3調音節が第2調と交替する，部ち［ 3 J÷［ 3 Jの遠鏡が［ 2 3］とな

って実現する現象である。次の例が示す通ちである。

(1) 良い潜……良い活。

hao jiu＂・…註 aojiu 

3 3 2 3 

て，声調交替の規則は一般的に次のように述べられる。

(2) 声調交替規則（ToneSandhi Rule 以下TSRと略す）

3－→ 2/_3 

しかし，この規則iえ二つの第3 るという，最も単純な場合

についてしか述べていない。第3調音第が三つ以上隣接する場合， TSまの滴用

がより複雑になる。例えば次の舗で示されているような場合であるむ

(3) 私が／翼う／酒……私が濡を買う。

WO  ma1 JIU. 

3 3 3 

(a). ( 3 ) (2 3) 

(b). ( 2 2 3) 
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(4) う／老酒……私が f老酒j

WO  路 ai lao jiu. 

3 3 3 3 

(a). ( 2 3 ) ( 2 3 ) 

(b).(3)(2 2 3) 

(c）ベ2 2 2 3) 

これらの 3音節以上の三関連続において，

ち，（ 3-b), (4-c）のように，

Group以下TGと略す）にまとめ， Ts Rはこれ

つ。

もある。却

一つのトン・グループ（Tone

として一斉に適用す

ることも出来れば，（ 3-a, 3-b,4-a, 4-b）のように，いくつかの

ふさいす0に分割して，これらの小さく分割された積域の令かでTSRがそれぞ

れ適期することもある。従って， TGがどのような条件に従って分割，あるい

試合併されるのか，却ちTS設の適用領域がどのように指定されているかが問題

である。

、，．
、岨F

らの先背の研究

で多くの窺究が行われているが，次の節でiままずこれ

していく。

1 .先行の鵠研究について

1-1. IC構造に基づく韻律構造のモデルについて

Shih (1986）で辻， TS設の通用領域が表面的な統語構造とは必ずしも し

ないことから，これをリズム，韻脚などと関連づける

(Immediate Constituency以下IC講迭と略す）という，特別な統語講造の条件に

く韻樟講悲としてとらえ， FoodFormation設ule（以下FFRと賂す）を提案

している。

( 5) Foot Formation Rules (FFR) 

I . Foot Construction 
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北京語声認交替競期の適用領域について

a.Immediate Constituency (IC) :Link immediete constituents into disyllabic 

feet. 

b.Duple説eter(DM) :Scanni碍 fromleft to right刈ringtoge出erunpai詑 dsyl-

lables into binary feet,unless they branch to the opposite direction. 

II . Superf oot Construction 

Triple Meter (TM) :Join any leftover monosyllable to a neighboring b諮問

foot according to the direction of syntactic branching. 

FF廷によれば，いわゆる正営者条件（NomalConditions）下ではTS廷は義務的

されたfeetの内部で繰り返し適用される。こうして得られ

るのが最も自黙な（natural）な声調交替形式で通うるという。例えば次の棋のよ

うである。

同 盟／小さい／鬼……臆揖もの

[ [dan-xiao〕gui]

3 3 3 

Cycle 1 ［〔2 3] 3] 

Cycle 2 〔［2 2] 3] 

(6）の摂jは友枝分かれ構造の鰐であるが，当熱予想、されるように右枝分か

れ構造の場合， cyclelにおけるすSRの適用の結果，再適用の環境が破壊されて

しまい， Cycle2での適用が龍止されてしまう，すなわち，結果的にはいわゆ

る f右枝分かれの観約」（建国1992）が北京語でも有効であるように見える。

次の例の示す通ちである。

(7) たいへん／担／小……大変襲病だ

［註en[dan-xiao]] 

3 3 3 

Cycle 1 [ 3 [ 2 3 ] ] 

Cycle 2 [ 3 [ 2 3 ］〕

もちろん、 FFRではTSRがSuperFeetやPhonologicalPhrase全体に適用される
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ことも認められる，そのとき同じ構文は次の（冬一 b), (9-b）のようにも

実現される（ft=feet, ft’＝superfeet人しかし，同時に，これには厳しい

の制限jを受吋なければなちごとい。即ちょ与「速いスピードj，あるいは

常に速いスピー刊での発話に於てのみ， Superfeet,Phonological Phrase全体で

の適用が認められ，従って，（ 8-b), (9-b）のような形式試， naturalな

形式とは区間されており いわばmarkedなものとされている。

(8) 控／小／鬼……（躍病もの〉

[[daかxiao]gui 

3 3 3 

〔］れ

〔〕 f

(a) [ 3 [ 2 3]] 

(b) [ 2 2 3 ] 

似 たいへん／胞／小……（大変臆病だ）

[hen [darば iao]]

3 3 3 

］玩

］官

(a) [ 3 [ 2 3 ] ] 

(b) [ 2 2 3 ] 

FFRでは，次の傍が示すように， TSRの適用領域が必ずしも統語講造と完全

に一致しないような声欝交番の現象についても説明できる点で，単に表署の統

語構造に適用領域を求めるより，護れている。

綿 事さん／貰う／長い／米......李さんがよい米を買う。

lao Ii mai hao mi 

3 3 3 3 3 

Cycle 1 ［〔［2 3] 3］〔2 3]]] 
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北京語声欝交替規則の連用領域について

Cycle 2 [ [ [ 2 2 ] 3 ］〔2 3〕］］

しかし，問時に， FFRに辻いくて〉かの問題も含まれているむ

まず，右枝分かれの講造でiえ FFRのスピ…ドの制践により，事実上枝分か

れ方舟の制約が課されることになっている，このため， naturalな声欝交替形式

として［ 3 [2 3］］の形式しか認められい。これは内部最小講成素が語義

項目の場合（例えば（叫）はうまく当て援まるかも知れないが，純粋に統語構造

爵俸の場合〈例えば締，紳）, Hung (1989）も指摘しているように，かならず

しもそのような制約を受けず，箪ろ持）の形式［ 2 2 3〕のほうが自然

ある。であること

ω 紫／チョーク……繋色のチョーク

[zi [fen-bi]] 

3 3 3 

(a) [ 3 [ 2 3]] 

(b)* [2 2 3] 

純 私／翼う／溜.......私が酒を翼う。

[wo [mai jiu〕］

3 3 3 

(a) [ 3 [ 2 3 J J 

（る） [2 2 3] 

事誇 いつも／患う／行く……いつも出かけようと

[zo時 ［xiangzou]] 

(a) [2 3 J J 

(b) [2 2 3 J 

つ。

明らかに，このような現象が生じるのはスぜードの制捜や，枝分かれ方向の

制約と雷うより，構成素性質の問題である。というのは， ωの内部構成素は語

日で充てられているから？ある。（この問題について誌，後の範で詳しく

述べる。）
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また，いわゆる中関壇め込み講造の いて

も，例えば綿，仰のように， 3韓類の可能な形式のなか， FFRに従えば，（a)

の形式しか説明できず， (14-b ), (15-b）の形式は不可能か，自然な形式

かち除外されてしまうむ

凶 弘／向く／北／行く……私が北へ行く。

[wo [wa略 bei]zou] 

3 3 3 3 

(a) [ 3 [ 2 2 ] 3 ] 

(b) [ 2 3 ] [ 2 3] 

(c) [ 2 2 2 3] 

(15) あなた／比べる／私／早い……あなたは私よち

[ni [bi wo] zao] 

3 3 3 3 

(a) [ 3 [ 2 2 ] 3 ] 

〈む） [2 3] [2 3] 

(c) [ 2 2 2 3] 

同じ棲文に対して，いくつかも声調交替の形式が可能な場合，その中

でどの形式が最も自然であるかは，けっして絶対的なものではなく，談話的，

語吊論的な条件などによって異なることがある。調えば次の憾のようを構文に

対して，〔a) (b）の形式とも可能で、あるが，具体的な発話の場面がなければ，

rの形式が最も岳然で為るかは龍定できるものではない。しかし，具イ本的な発

話場面に寵いて，倒ぇば｛時のように，それぞれの発話における［強調したい内

容J，期ちブォ…カス（…の部分）の違いによって，最も自然な芳三式が異なる

ことがある，（もちろん，このような時でも，砲の形式が不可能を意味するも

のではない。）

(16) 私／比べる／あなた／早い......私はあなたより早い。

[ wo [bi ni ] zao] 
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北京語声調交替規那の適用領域について

3 3 3 3 

(a) [ 3 [ 2 2 ] 3 ] 

(b) [ 2 3 ] ［ゑ 3]

（心（ゑ 2 2 3 J 

従って， ，可能 と自黙な形式とは加の問題で

ある。 な発話の場面や諾用論的な条件がなければ適格性について可能

る。 FFRでは， feet,superfeet及び、phonologicalPhraseで、

の適用という三つの条件を合わせて，初めて可能なすべての形式を誕生するこ

とできるむ言い換えれば，いわゆるIC講造の条件に碁づく feetだ、けでは，

な形式のなかの一部しか派生できない。従って， TSRの適用領域指定に関し

て， ICも， feetもそれほ ない。

1-2.意味単位に基づくSUC(SenseむnitCondition）モデルについて

Hung 〔1989）では， S註ihのFFRの不備を指摘したうえ，これに更にChen

(1984）の意味単位の条件〔SenseUnit Condition口 sue）を加えることによっ

て， FFRの改訂版を提案している。sueとは具体的には次のような内容である。

きち Sense Unit Conditon (SUC): 

Two constituents C,Ci form a sense unit if (a) or (b) is true 

of the semantic interpretation of the sentence: 

a. C modifies Ci (a headト

b. C is an argument of Ci (a head). 

れによって， SenseUnit Conditionに合致する構成素だけが問ーのTOに編入

され，意味的にmodifieまたはargument関係に令い要素同士が同一のTOへの嬬

入が排除される。剖ぇば次の凶のように， IC構造として一通ちの解釈，郎ち

(a）の交替形式にしか合致しないfeetが存在しないのにもかかわらず，（a）と

(b）のようなこ議類以上のhead叩 odifier/ argument関係が帯在するため， sue

によれば，（a）の形式も，（b）の形式も予郡可能である。（（ ) =SUs) 
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(1時 私／買う／米……私は米を買う。

〔WO ［路ai mi〕］

3 3 3 

(a) ( wo (mai mi)) 

[3 [2 3]] 

(b) ( ( wo mai) mi) 

［〔2 2] 3〕

また，次の立場では， SU(Sense Unit）構造が（a）のようにしか解釈できま

いため，（b）のような声調交番形式が不適格になる。

同 小さい／隅／傘……小さい傘（爵傘）

[xiao [yu san]] 

3 3 3 

(a) (xiao ( yu san) ) 

[3 [2 3 J J 

(b）常（(xiao yu) san) 

d[2 2] 3〕

さらに，前の節で述べた中間埋め込携造の についても， FFRで

は（a）の形式しか説明出来ないのに対して，意味単f立の構成が二通りの解釈

が出来るので，従って，よ与よい解釈が出来るといっ。例えば次の鰐が示す通

りである。

側 靴／させる／足／鍾れる……靴が足を語れさせるc
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〔xie[shi jiao] zhong] 

1 3 3 3 

(a) (xie (shijiao) zhong) 

[l [2 2] 3] 

(b) (xie shi) (jiao zho勾）

[ 2 3] [2 3] 



北京語戸欝交替規射の適用領域について

このように， sueでは， FFRに意味単位の条件を加えることによち，右枝分

かれ構造について， IC講造では説明できない声調交替形式でも，意味単位の講

成に対応していれぜ説明できるため，よち多くの事実が説明出来るようになっ

ている。このため， FFまよ均一歩前進したともいえる。しかし同時に明らかな

ように， sueについて，次の二つの問題が指摘できょう。 1,sueはFFまより

もさらに多くの条件を必要とする 0 2，右枝分かれ構造のなかで，

解釈と，声調交替形式が完全に対応する場合もあれiえ同じ膏範連続に対して

意味単誌の解釈が一つしか出来なくても 声調交替形式が二通りも

がある。後者のような場合は問題である。次の例を

小さい／雨／傘……小さい傘（雨傘）

[xiao [yu san]] 

3 3 3 

(a) (xiao (yu san) ) 

[3 [2 3]] 

(b) * ( (xiao yu) san) 

*[[2 2] 3] 

賢う／小さい／傘……ふさい傘を翼う。

[mai [xiao san]] 

3 3 3 

(a) (mai (xiao san)) 

[3 [2 3 ]] 

(b) * ( (mai xiao) san) 

[ [ 2 2] 

鈴 翼う／二／茶碗……二碗のお茶を買う。

[mai〔lia碍 wan]]

3 3 3 

(a) (mai (Ii鉛 g wan)) 

ょう。
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[3 [2 2]] 

(b）＊日mailiang) wan) 

[[2 2] 3] 

は意味単位の講成と声謂交替形式が対応しているので， sueに対する

支持例としてあげることができる。弱，闘で誌（b）の意味単位の解釈が成寺

立たないのにもかかわらず＼それに対応、する声調形式が可能である。従って，

sueに対する反例である。

ところが，叫…鈎の三例 ると，実はsueが支持される仰の例

が必ずしも一設的なものとはいえないことが分かる。つまり仰の内部構成素の

[yu san] （傘） t之上の節でFFRのときにも示し [fen bi] （チョーク）の

fJUと同様，かなり語素化された，あるいは純粋に語義項目である。従って，そ

れよち先行の要素が向ーのTGに組み込まれないのが寧ろその構成棄としての

持殊性のためと考える方が妥当である。このことは儲，仰のよう

構造関係をなす構成素の併と比較すれば一層明らかである。従って，

として， sueが支持される制のような，

る倒よち， ω，輔のような，

式と一致しない例却ちsueに対する反例のほうがより一般的である。

また，先程縛で示したように，所諸中間埋め込み構造の に関し

て， sueではよ与多くの可能な声調交番形式が説明出来るようになっている

が，反国，その意味単設の解釈の方では逆に紫理が生じて，強いては全く違う

意味単f立の解釈にさえなりかねない。剣えば次の二例に対して， Hung(1989) 

では（a), (b）のように意味単位を分析して，声調交替形式との一致を強調し

てしEる。

側 諸／比べる／犬／小さい……獲は犬に比べて小さい。

[mao [bi gou] xiao] 

3 3 3 3 

(a) (mao (bi gou) xiao) 
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北京諸声調交替規制の適用領域について

[l [2 2] 3] 

(b) * (mao bi) (gou xiao) 

[2 3] [2 3] 

蹄 私／向く／北／行く……私が北へ行く。

[ wo [ wang bei] zou] 

3 3 3 3 

匂） ( wo ( wang bei) zou) 

[3 [2 2] 3] 

(b）掌（wo wang) (bei zou) 

[2 3] [2 3] 

しかし，凶では本来（mao(bi gou) xiao）…（猫が（犬よ与）小さい）の

ような意味単位構成であるにも関われず， SU分析によると，（25-b）のよう

ι（mao bi) (gou xiao）…（猫が比べる）（犬が小さい）として分者する

こともでき，実擦の意味とは完全に濯う解釈になっている。綿もこれと同様

で，本来（私が（北へ）行く〉の意味が，（b）のように（私が向く）（北が

行りという違う解釈になっている。これらの例をHungtまsueの支持例とし

て用いたが，実際上の儲，知）と同様で，意味単位の構成と一致しごとい例で，

例である。

以上， FFlミ及びsueの問題点を中心に述べてきたが，次の節では，我々の提

案と比較しながら これらの問題を更に言及することにする。

2. TSR遺用領域の指定（TG形成）と構成紫領域の条件

これまで繰り返して述べてきたように，北京語では，一定の構文に対してい

くつもの声調交番形式，却ち荷通りのTGが可能であるのが特鍛である，この

特徹は我々が声調交替の規則 とりわけTSRの適用領域について考える

も注目すべき事実の一つであると考える。
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次の鰐iま，並列関係にある四つの 3調単音節単語が並ぶときの声調交替の可

能な形式を示している。

。母 γ ンガン／かリュウ／マグネシュウム／ルテシュウム

meng, jia, mei, lu; 

3 3 3 3 

(a) 3 2 2 3 

(b) 2 3 2 3 

(c) 2 2 2 3 

このように，音箭間に野別な統語論的な境界が存在しない場合， TGの形成

は基本的に自由である。しかし 次の例のように，一定の統語構造が存在する

声調交替の可能な形式が制約をうけるc 針えば（27-a 〉のように，間

れるごつの音節（[lao Ii］）をお々のTGに分割されることは

れない。

告ち さ つ さんが良い酒を買う。

[ [lao Ii] [mai [hao jiu]]] 

3 3 3 3 3 

(a〕1 2 3 2 3 

(b) 2 3 3 2 3 

(c〕 2 2 3 2 3 

(d) 2 3 2 2 3 

(e) 2 2 2 2 3 

この点に焦点を絞って更に詳しく見ることιしようや

れ構造の部から見ることにする。

閥 系物／酒……果実酒

[ [shui guo] jiu] 

3 3 3 

(a) [ [ 2 2] 3] 
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北京語声調交替規則の適摺領域について

(b) [[2 2 3] 

(c）ホ［［ 3][2 3]] 

同 選挙する／私／良い…・・・患に投票するのがよい。

[ [ [xuan ju] wo] hao〕

3 3 3 3 

(a) [ 2 3 ] [ 2 3 ] 

(b) [ [ 2 2 2 ] 3 ] 

(c) [ 2 2 2 3] 

(d) * ［〔3][2 2 3]] 

(29-a）の適用瀬序については後でさらに詳しく述べる必要があるが，

(28-c), (29-d）などの不適格形を除いて，上記二例のなかのすべての適

格形では， TSRの連用領域と統括帯迭との関連性， l!Pち構成紫単位の領域との

簡に対応関保が見られる。例え試（28-a）の形式は最下段の構或紫の［shui

guo］と対応しており，（28-b）はより上段の欝成素の［shuiguo jiu］と対応

している。また，舗では（ a,b,c）の適用額域がそれぞれ最下段からより上の

各段の構成素単位の領域と対応している。逆に（28-C ), (29-d）はどのレ

ベルの権成素とも対応していないので，不適格である。

次試さらに右枝分かれ構造の例を見てみよう合

機 犬／校む／私……犬が私を佼む。

[gou [yao wo] ] 

3 3 3 

(a) [ 3 [ 2 3 ] ] 

(b) [ 2 2 2] 

制 私／探す／ノト犬・…“悲が小丈を探すc

[ wo [zhao [xiao gou]]] 

3 3 3 3 

(a）〔2 3] [2 3] 
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(b) [3[2 2 3]] 

(c) [ 2 2 2 2] 

これらのすべての可誌な声調交替の形式をi長生するTSRの適吊領域辻，どれ

もいずれかのレベルの権成素単位の領域と対応していることは容易に分かる。

( (31 -a 〉におけるTSRの適用頗序についてはな9-a ）と向操，後ぜ詳し

く述べる。）

TSRの適用可能な鎮域辻構成紫の領域と一致するという事実辻，つまり，

向士がまず構成素単位にまとまりを成し TGを形成する D TSRはこれらの

TGの内部を適用領域として適用されることを示唆するものである。即ちTGの

形成以構成素の領域を条件とすることが明らかであるa 構成素領域の条件は次

のように述べることができる。

関構成素領域の条件

もし音館x,y,.. ・zが同一の構成素の内部に含まれているなら，これらの音

節が同一のTGに編入されることが可能である。

て，一定の構文に対して構成素の数だけTG，即

ちTSRの連用領域が形成でき，逆に構成素領域と一致しな

される D

TS設が構成素領域の条件に従って指定されるそれぞれのTGのな

適用される。

では，具体的に適舟領域がどのように指定され，また規射がどのように適用

されるかについて，上に挙げた同と併の例を用いて，更に詳しく見ることにす

る。とくにはき－ a), (31-a）の適用について、注目されたい。

側 選挙する／本／良い……私に投票する方が良いc

[[[xuanj心wo]hao] 

(a) [ [ [ 3 3 ] 3 ] 3 ] 

適期領域（ ］ 

cycle 1 [ [ 2 3 ] [ 3 3 ］〕
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北京語声識交替規則の適用償域について

cycle 2 [ [ 2 3] [2 3]] 

(b) [[[3 3] 3] 3] 

cycle 1 [ [ 2 2 3] 3] 

cycle 2 [ 2 2 2 3 J 

(c) [ [ [ 3 3] 3] 3〕

適用領域［

cycle 1 [ 2 2 2 3 J 

（持 転／探す／小さい／犬……私は小犬を探すG

[ wo [zhao [xiao gou]]] 

(a) [ 3 [ 3 [3 3 J J J 

適用領域

cycle 1 [ 3 [ 3 [2 3 J J J 

cycle 2 [ 2 3〕 3] 

(b) [ 3 [ 3 3 3 J J 

適用領域

cycle 1 [ 3 [ 2 2 3 ]] 

cycle 2 [ 3 2 2 3] 

(c) [ 3 [ 3 [3 3 J J〕

通規領域［

cycle 1 [ 2 2 2 3] 

織の［[ [xuan ju] WO］泊。］に対し，その構成素の構造に対志して，それぞ、

れ（a), （も） , (c）の三種類のTG，部ちTSR適吊領域が指定される。また倒も

同様で，〔wo[zhao [xiao gou］］］に対して，構成素の数だけ，それぞれ（計，
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(b), (c）の三種類の適思領域が指定される。 i司ーの構文に対するこれらの幾

つかの可能な適用領域は， f也の談話的，諾用論的な条｛牛がない限り，適格性に

関してすべて平等である。

具体的な連用の過程において，それぞれの適用銀ままの開に，その完となる

によって， TSRの連用方法，及び最終出方形も異なることがあ

る。 TSRの適用の過程として，おおざっ誌に次の二通りがある。

一、左枝分れ講造でiま，所定の範囲における適用が経わった段階でな

節の 3調音節が残り，しかもそれが先行のTOの中の最畿の 3調音節と鱗

接して引き続き 3調連続を成している場合，冒頭で示した声爵交替規則も

引き続き適用でき 3調音節の連続がなくなるまで繰り返し適用される。

例えば（34-b）の例である。一方，布枝分れの場合， cyclelの適用に

より，再選用の環境が破壊されているため， cycle2の適用が担止される

(34-b）。

右枝分れを開わず もし指定された適用鎖域での適患がま冬わった段

階で，所定の範囲以外になおこっ以上の 3調音節が残っていたら，これら

の3調達続が独立のTOを形成し，それぞれTSRの遺用を受ける，日33

a), (34-a））。

TSRの適用領域を

て，我々はより多く

に求めることにより、 FFR及びsueに比べ

く説明することができる。例えば上の節で

挙げた側，制（弘下伺，憾と のような例について， FF廷で

適用なら， イクルでの適用が不可能なため [3 [2 3］］の形式しか

認められず，（b）の［ 2 2 3］彰式については説明できないむ

同 志／貿う／酒……患が漕を賞う。

[ wo [mai jiu]] 

(a) [ 3 [ 2 3]] 

(b) [ 2 2 3] 
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北京語声調交替規則の適用鎮域について

伺 いつも／思う／行く……いつもいきたいと患う。

［之ong[xiang zou] ] 

(a) [ 3 [ 2 3 ] ] 

(b) [ 2 2 3] 

しかし，構成素領域の条件の観点から見ると，（a）の形式と（b）の形式は

それぞれいずれかのレベルの構成素単位と対応しているため，両方の形式とも

される。

また，詰nngのsueでは，次の納，織について，（b）の形式が十分可能な形

るのにもかかわらず，意味単位の解釈が成存立たごといため，説明不可能

になるが，講成素領域の条件では，（a）も（b）も講成素単位と対応している

ので，むりなく説明される。

開 買う／小さい／傘……小さい傘を買う D

[mai〔xiao san]] 

(a) [ 3 [ 2 3 ] J 

(b）〔 2 2 3〕

織 買う／二／碗……二親買う。

[mai [lia略 wan〕］

(a) [ 3 [ 2 3 ] ] 

(b) [ 2 2 3] 

は，一つの条拝だけで，すべての可能ごと形式を説

これらの形式に対する絶対的な白熱性の評価を避けることがで

るG

なかで，いわゆる前置詞句，数量詩句を含む構文における

TSR適用領域の指定は，とりわけ fアキレス縫」的な存在で，これま

も集中する点でもあるむこれからの節でこれらの開題を中心仁吏にTSRの適

用領域の指定について考えることにする。
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3.前置詞支のTSRi通用領域

について，その壁史的な理屈から，ここで辻

続Jの構丈（連動文）と併せて考えなければならない。

撰文とは，本来荷…の主語を持つこつの動詞文がそのこ番目の

文の中の主語が「同素消去jのため，表層に表われず，表前的には問ーの文に

併合された怒になった文のことである。次の例でわかるように，

官官の文と畿の文は意味的に同格関採にあって，一方の文が他方の文

の付属箭にはならない。

側 3

／＼ 
S 1 S 2 

八人wo xi-lian ( wo) shuaぅ，a.

悲／顔を洗う

と

く……私は顔を洗い，（私は）

る中で，北京語はいわゆる

る f介部第J(PRP) 

く。

にも語とも

後続する として解釈されるのが一段的である。次の鱒

されている通りであるo

(40) S 

／〈＼

八八

148 

私／為

3 3 

な

3 3 

う／漉……私はあなたの為ζ酒を買うむ

3 



(a) ( 3 ( 2 3) (2 3)) 

〈る） ( ( 2 2 3) (2 3)) 

(c) * ( 3 ( 2 2 2 3)) 

(d）叫（（ 2 3) (2 2 3 )) 

(e) ( 2 2 2 2 3) 

このような構文に対するいくつかの可能な声調交替形式のうち，（b）とな）

をよと較してみると，構成素の講造に近いTGをTSR適用鎮域とするな｝の形式

自然で，そしてー克，構成素構造と矛題するゆ）の芳三式の方がかえ

って自然な形式になっていて， TG影成の構成素領域の条件に対する反例とも

るようである。

しかし，実際のところ，北京語の 構文法， に二動詞文

（連動文）とどう区別されるか，£，ずしもはっきりしない，従来前霞詞文と

底部したのも，統語論的な理由より，意味上の理由であった。次の例を

見てみよう。

住吉 da shui xi lian. 

汲む／本／洗う／顔……水を汲んで顔を洗う。

yong shui xi lian. ・ ・ ・…水｛を用いて）で顔を洗う。

用いる／水／洗う

制の丈が普通「二動詞j文と見令されるのに対して， と晃な

される。制では先行の［da] （汲む〉と後続の［xi] （洗う）が共に動詞として

解釈されるが，凶では，先行の［yongshui]] （水を使って，本で）はこれに後

る動詞匂〔xilian〕（顔を洗う）に対して，その動作，行為が行われる

法，道具jを表しているため，従って，一般的な解釈では，［yongshui] ] （水

を使って，水で）が付属館で，その中の［yong］も当然動認ではなく， f前置

詞Jと解釈される。

ここで明らかなように 北京語の前室詞及び前寵詞匂の定義は統語捨的な理

由ではなく，実は意味に基づくものである。つぎの四つの文は統語論的
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同じ構造を持っているのにも鴎わちず，普通（a), (c）だけが前章詞文として

解釈されるのも，意味的な理由以外の何でもない。

(43) (a) wo [gei ni］即［maijiu] vP. 

私はくあなたに＞く酒を賢う〉。

(b) WO [mai jiu] VP [gei ni] VP. 

私はくj簡を買って〉，くあなたにあげる〉。

(c) [yong shui］附［xilian] vP. 

く水で〉く顔を洗う〉。

(d) [da shui]vr [xi lian]vP. 

く水を汲み〉，く顔を洗う〉む

動詞勾の付属節であるはずの ものが単独

講文能力があることも，北京語の f前鐙詞jは統語論的な定義ではなく，

ることが裏付けられる。

（時む： ni[yong］附qi釦－bi[xie] v zi ma? 

為なた／黒いる／鉛筆／書く／字／

あなたは鉛筆で（を罷って）字を書きますか？

A 1 : [yong] R. 

？？で。（使う。）

A 2 :bu [yong］設

？？でない。（使わない）

A 3: **Xieo 

くむ

A4: yong弓路島bixie zio 

鉛筆で書く。

ょの文の替えの方では，動詞として解釈される［xie］が省略されでも構わ

ないが，前援認と解釈される要素が省略されると，かえって不適格となる。ま

？こ だけで答えることも可能である。
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北京語声調交替規則の遣期領域について

従って，こうして意味上の理由によって定義される

と閉じ性格をもつことがわかるむ上の各

は，統語論的にはむしろニ動詔文として解釈されるべきである。

造も次に示すように解釈される。

／＼ ＼  
S 1 S 2 

/ VP / VP 

I~. 11, ／：へ、
wo ge1 m ,woJ ma1 J滋．

私／へ／あな う／濡……立はあなた

3 3 3 3 3 3 

(a) ( 3 ( 2 3) (2 3)) 

(b)((2 2 3) (2 3)) 

(c)* (3 (2 2 2 3)) 

(d）紳（（ 2 3) (2 2 3)) 

(e ( 2 2 2 2 3) 

は，

を含む例

（ってあげる。）

表題形式で，二番目の［wo］が「需素消去jによって楕去されている。こ

のような統語構造の表頭形式に重いて，（c), (d）が共に構成素領域の条件に

違反している，従って不適格で，適格形のどの形式も，かならずいずれかの構

と対応していることが明らかであるの

次は数量認を含む構文の問題について見ることにする。

4. 数量詩句のすSR適用語域

の問題点もやはりその数量調匂が統語論的にどのように解釈される

かである。一般的に， は次の到のように， と自的語の中
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関に現われる。また，「数jの部分が省略されて，

もある（（47,48））。このようなとき，

だけが現われるとき

の付属節である

か，それとも自的語動詞の付高節であるかは，必ずしも lまっきりしない。

綱 買う／二／碗／溜……請をニ碗買う。

mai liang wan jiu. 

3 3 3 3 

(a) ( 3 ( 2 2 3)) 

(b) ( ( 2 2 2) 3)) 

(c) ( 2 2 2 3) 

間 買う／碗／漉……少し酒を買う

mai wan jiu. 

3 3 3 

(a）学（（ 3(2 3)) 

(b) ((2 2) 3) 

(c) ( 2 2 3) 

締 買う／少し／米……少し未を買う。

mai dianr mi. 

3 3 3 

(a)* ( ( 3 ( 2 3 ) ) 

(b) ((2 2) 3)) 

(c) ( 2 2 3 ) 

このような数量調は，一般的に後続名詞の付属節として解釈される，する

と，上の例の（47-a), (48-a）がなぜ不適格かについて，構成素領域の条

件では説明できないように見える

ところが，数量謁｛又は量詞）にって，それが先行動詞とも， とも

単独で現われうることができ，そのとき，それぞれのふるまいが違う点に注目

する必要がある。即ち 数量詞匂も 量詔節も先行動詞の付高節として現われ
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北京語声調交替規期の適用領域について

ることが可能であるが，後続名認のイす属節として現われるのは，

られる。次の例の通りである。

鱒 (a）買う／一／碗

に限

mai y1 wano 

(b）買う／碗

ma1 wano 

（時（a)

m
 

a
米
a

w
w
A
 

1

碗

vd 
h
u
 

* wan ffilo 

キ品 「数jと こともあ

れば，単なる後続名詞の大ざっぱな数量を示すときもあることは，周知の通ち

であるむこのような場合，も とも 3調音節なら，

なる。このことを次の例を用いて見てみよう 9

：賢う／二／碗／米……二碗の米を貿う。

wan ffilo mai liang 

3 3 

[3 [2 

3 3 

2 3 ]] 

同 大体の数量：買う／二／碗／米……少し米を買う。

mai liang wan mio 

3 3 3 3 

［〔2 2 2] 3] 

これらの事実によって明らかなように，所謂「数量調jとは，

行動詞の付麗節である場合と 後続名詞の村罵節である場合がある。先行動認

の付罵節である場合，数量認の「数jと「量Jの意味は，それiまど重要でiまな

い，従って例の部が示しているように数の部分が省略してもよい。他方，後

の付属節として現われる時に，意味的に［数量jを表すため，従って制
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の示すように， f数jの部分を省略できない。すると，倒と締の講成素構造は

次のように改めて示すことができる，これにより，講成素単位とすG，即ち

TSR適用韻域の対rc:、関祭も改めて確認できる

同 数量：買う つ。

[mai〔lia碍 wan[mi］］〕

3 3 3 3] 

[3 [2 2 3]] 

同 類型：買う／二／碗／米…・ υ 少し米を買う。

[ [ [mai] lia時 wan]mi] 

3 3 3 3 

[[2 2 2] 3] 

5.構成衰の制約

構成素領域の条件はFF哀，及びsueに比べて， TSRの連用領域に対

的に非常にゆるい制約しか課していない。例えば次の三つの右枝わかれ構造の

例（成制），憾において， Shih(1986）のFFRでは 3剖のそれぞれの領域 1

( domain 1 =dmn 1 ）と，領域2 ( domain 2 =dmn 2 ）のなか，領域2での適用

がすべて臨止さ札ていることになっている。従ってFFRに従えば，すべての

（紛の形式が不適惑となってしまう 9 これに対して， Hung(1989）のsueで

は，鰐，（紛）の領域2での適用を否定するものの，開の領域2での適用試可能で、

あるとなっている。従って，同，鵠において，（b）の形式が不適棒とされてし

まうが，締の（叫，（b）とも適格である G

もちろん，次の例で示されているように，荷者の説ともこ

明するのに不十分である。

紫／チョーク ヨーク

[fen bi]d州］dmn 
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北京諸声調交番規期の適用領域について

3 3 3 

(a) [ 3 [ 2 3〕］

(b) * [ 2 2 3] 

制 探す／小さい／犬…・・寸、犬を探す。

[zhao [xiao gou] dmn1］伽n2

3 3 3 

(a) [ 3 [ 2 3〕］

(b) [ 2 2 3］〕

制 私／買う／酒……私は酒を買う。

[ WO  [mai jiu] ctmn 

3 3 3 

(a) [ 3 [ 2 3] J 

(b) [ 2 2 3] 

ところが， FFR,sueの問題点とは別に，本稿が提案している構成素領域の

条件でも，そのまま連用すると， 3例のなかの（a), (b）とも適搭形になる，

即ち，本来不可龍な（55-b）のような不適格なものも派生してしまうことに

なり，従って，問題が残っている。

上の3例のなかで，領域2での適用が阻止される綿の例と，領域 1' 

韻域2の適用とも可能である（時，防とl"＇ま，それぞれの内部に含まれる最下段

の構成素の性賓が遣う。領域2での適用が担止されるのは，紛のように，内部

の構成素（fen-biチョーク）が語葉項目で為る場合だけである。怖では，その

内部最下段講成葉の（fenゐi）では，統語論的にも，形態議的にもそれ以上分

析することが出来ない語嚢項目であるが，（時の（xiaogou) （小さい／丈）も，

紛の（maijiu) （買う／酒）も，内部講成が更に統語論的に分析可能な統語講

造体であるむこれら

てくる。

と対応して， 2での適用が可能であるか否かが

このことは即ち， TGの形成が語葉項百と統語的構造体の違いを識問し，相
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対的 日iま，それ自身で独立のTGを形成する傾向

が強く， f告の要素と問ーのTGに編入されることが難しいことを意味するもの

と考えることができる。従って， TSR適用領域の指定に，構成紫領域条件のほ

か，構成素の内容も関与していることが確認できるの諾葉項目で充てられる

成素が， f構或素の制約jとして，より上部の講成に基づく TGとの統合を閉止

する。現象として TSRが部分的に右枝分れ講造の講成糞境界を越えて遮吊さ

れないことになる

倒構成素の制約

も

次のように述べることができる凸

されており， 自であ

る場合，構成素xは独立のTGを維持する。このとき，たとえより上位の続

レベルにおいてXとyが同ーの構成素に含まれていても，同ーの

すGへ編入することは出来ない。

ただい語嚢項目の判断はあいまいな部分があり，また信人差も考えられる

ので，従って，声鵠交替形式のあいまいな点，錨人差もさ長熟考えられる。この

ため，次の備の（a), (b）の声調形式の連格性について，母国語話者の間でと

かく不一致が生じるのも不自黙なことでiまないQ

同

[lao [cha時忽hang]]

匂） [3 [2 3]] 

(b) [ 2 2 3] 

隣 小さい／（南）傘……小さい（雨）傘。

[xiao [yu san] ] 

(a) [ 3 [ 2 3 ] ] 

(b) [ 2 2 3] 
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6.おわりに

さまざまな現象とし される。声調交替規射の適

用領域の指定も，根本的に韻律現象の一つであるが，適用領域の指定が統語構

造の溝成素単位と一致することは，韻律講造の文法的機能の側面を表すものと

られるc

本稿では， と統語構造との対惑を中心に考察した。適格影式の

中に， によって，よち自然な形式が選択されるこ

ともあるが，こうした談話的， な いては，今後の課題とした

し＇o

（控 1）：北京語の斉調交替の現象及び、芦語交替規到の適用iごついて，描穣（鴇l号91）およ

び u馬l銘8）でも若干触れている。その時点では，レキシコン（Lexicon）におけ

る声認交替規尉と語アクゼント｛重審）競到の漉用Jll費序など，声調交替と軽声化

現象の内部関連牲が間言葉の中心であったため，声調交替について深入りできなか

った。

本塙は，声調交替の問題に焦点を絞って，特に規則の適用領域の指定及ぴ規到

の適用について考察するものである。

（諒2〕： 4謹類の務調はそれぞれい， 2, 3, 4〕をもって示す。なお，分節者の表記

については，本稿では寵接関連がないため，中盟諸ローマ字表示（漢詩ピンイン）

を用いる。
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